
９月７日（金）から１０日（月）にかけての天候について 

平成３０年９月７日（金）０９：３０／鳥取県危機管理局 

■鳥取地方気象台への聞き取り（９月７日（金）９時現在） 

 ・秋雨前線が１０日（月）頃にかけて本州付近に南下し、停滞する見込み。 

・また、沖縄付近の熱帯低気圧が北上してくるため、前線には湿った空気が流れ込みやすく、前線の活動

が活発になり、西日本の広い範囲や北陸で強まる可能性がある。 

・鳥取県では、７日（金）夜のはじめ頃から１０日（月）頃にかけて、断続的に雨が降る見込み。 

・大雨注意報の発表の可能性は高い。発表のタイミングは、現時点では不明。 

・大雨警報（土砂災害）の発表の可能性は、８日（土）明け方から９日（日）まで「中」。 

＜雨の予想＞ 

  〇１時間最大雨量 

   ・７日（金）１８時から７日（金）２４時まで ２５ミリ 

   ・８日（土）００時から８日（土）０６時まで １５ミリ以下 

   ・８日（土）０６時から８日（土）２４時まで ２５ミリ 

〇２４時間最大雨量 

・８日（土）００時から８日（土）２４時まで １００～１５０ミリ 

■予想天気図〔日本気象協会〕 

     

■警報級の可能性〔気象庁〕                ■予想雨量〔ウェザーニュース〕 

   

■週間天気予報〔気象庁〕 

  


